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進んだということは特質的である. (Fur die Verscharfung des Kampfes ist bezeichnend,
dass Lassalle一一).仮りにこの審級順序が実施されて成功しなかったとすれば,この審級順
序は,彼を半ば合法から非合法へと追いこんだであろう.28彼は,予審判事に対抗して司法大






































































































































































































































































































1この点については, Paul Wentzcke und Julius Heyderhoff, Deutscher Liberalismus im
Zeitalter BismarcksのなかのRobert von Mohlあて1864年1月8日付けHeinrich von
Sybel書簡(Eine politische Briefsammlung, Bd. I, Die Sturmjahre der preussisch-
deutschen Einigung 1859-1870, bearbeitet von Julius Heyderhoff 1925, S. 208)参照
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す)S.701
3 20世紀前半におけるラサール研究四大家の一人Gustov Mayer, Bismarck und Lassalle, Ihr
Briefwecchsel und ihre Gesprache (1928, Berlin u. Stettin, verlag T. H. W. Dietz
Nachf.,以下,,Bismarck und Lassalle"と略記する.) S. 80
4 ibid.S.81
5ナアマンは, 「急いで送り届けた」 (in Eile einschikte) (Na'aman, S. 701)と述べているが,
前後の事情から察して, 「手渡した」が,正確だと思われる.
6 Franz Stein, Bismarck-Jahrbuch, Bd. [V, (1899) S. 166のオリジナルに基づいた写しによ
る. (Bismarck und Lassalle, S. 81f.)
7マイアーによると,オリジナルには二行のアンダーラインが引かれている.
8マイアーによると,ラサールによりアンダーラインが引かれている.
9 Bismarck und Lassalle, S. 82 ff.
10 ibid.S.36
ll ibid. S.41
12 ibid. S. 41, Cf. Eduard Bernstein編Ferdinand Lassalle Gesammelte Reden und
Schriften 12 Bde. (1919, Berlin, Paul Cassirer版) Bd. IV, S. 41
13ロストク大学教授Wilhelm Schiisslerら編, Otto von Bismarck Die gesammelten Werke
15 Bde. (1972, Berlin) Bd. ll, S. 608
14 Cf. Richard August, Bismarcks Stellung zum parlamentalischen Wahlrecht, (1917,
Leipzig), S. 43
15 Bismarck und Lassalle, S. 42
16 Cf. Richard August, ibid. S. 44
17ウイ-ンで刊行されていた,,Der Wanderer"の1869年6月17日付け(Nr. 166)の記事をさす.こ
の記事は,元ウィーン大学教授Carl Griinberg (1940年穀)編, Archiv fur die Geschichte
des Sozialismus und Arbeiterbewegung 15 Bde. 1966, Stuttgart, Verlag W. Kohlhammer
再版, (以下,,Griinbergs Archivと略記する.) Bd. IV, S. 90-99に載っている, 20憧紀前半にお
けるラサ-ル研究四大家の一人Hermann Onckenの報告,,Publizistische Quellen zu den
Beziehungen zwischen Bismarck und Lassalle"の一部分として, ibid. S. 95-99に載って
いる・この記事のなかに次のような個所がある.ラサールの二回目のそして最後のビスマルク訪問は











Hannover, Verlag fur Literatur und Zeitgeschen発行,,Archiv fur Sozialgeschichte``
Jahrbuch der Friedrich-Ebert-Stiftung Bd. II, S. 55-85に掲げられたナアマンの論
文,,Lassalles Beziehungen zu Bismarck ihr Sinn und Zweck"サブタイトル,,Zur
Beleuchtung von Gustav Mayers ≫Bismarck und Lassalle≪"一一以下この論文を
,,Beleuchtung"と略記する-S. 56)と言ってオンケンを批判し,さらに「,,Der Wanderer"
のなかの記事のごとき極めて空想にとんだ叙述の引用は, E.ベルンシュタインによって全く不当に
も非難されなかった.」 (ibid. S. 56)と言って,ベルシュタインをも批判している.
18 Bismarck und Lassalle, S, 43
19初めての公式提議と思われるビスマルクの意見発表(Votum) ,すなわち「衆議院議員の選挙につい
ての現在の規定の徹底的改革」 (ibid. S. 35)
20ビスマルクが彼の閣僚に対して提示したもの. Acta generalia betreffend die Bildung des
Hauses der Abgeordneten, Bd. Ill, Abt. A, Titel V[II(Preussisches Staatsministerium)
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の姿勢をとり,事態の欲するがままに成り行きに任せます.」 (ibid. S. 105)というラサールの決意
に暗示されている.
Beleuchtung, S. 77
30全内閣あての公式の訴願状の現存しているオリジナル(Bismarck und Lassalle, S. 90-96)は,
実は, 1864年2月7月付けとなっている.そしてこのオリジナルには, 2月5日付けラサ-ルあて司
法大臣回答書(ibid. S. 102)の内容の批判をも含まれている.それゆえ, 2月1日付けビスマルク
あて訴願状と「同時に閣下の手許に送付された,王国の全内閣あての公式の訴願状」 (Cf. ibid. S.
89)の内容は, 2月7日付けのものとは少なくともいくらか異なっていたものと推察される.
31 Beleuchtung, S. 77
32ラサ-ルは1863年10月12日,第二審の判決で罰金となった(Na'aman, S. 868)
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意味していると理解される.」 (Beleuchtung, S. 68)
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41 ibid. S. 102
42マイアーは,「この手紙が書かれるに当っての筆跡の非常なあわただしさに気付く.」と注記している.
(ibid. S.86 Anm.)
43 ibid. S. 86
44 ibid.S.86
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た・」 (註17に掲げた,,Archiv fur Sozialgeschichte," Bd. Ill, 1963, S. 86)
49マイア-によると,ラサールは,ここで隔字体で書いたものにアンダ-ラインを引いた.
50 Cf. Bismarck und Lassalle, S. 21
51 ibid. S.87f.
ibid.S.46
53 ibid. S. 89 f.,本稿では内容を示すことを略す.
54 ibid. S. 90-96,本稿では内容を示すことを略す.
55 Na'aman, S. 715
(昭和52年9月2日受理)
